
 

ウィンドシアーやマイクロバーストが多数検出された事例について 
 

１．はじめに  

 シアーライン（以下、SL）やマイクロバースト（以下、MB）は、離着陸時に航空機に

重大な影響を与える現象で、空港気象ドップラーレーダー（以下、DRAW）や空港気象ド

ップラーライダーで 24 時間観測しています。 ウィンドシアーアラート（以下、WSA）や

マイクロバーストアラート（以下、MBA）は、滑走路およびその周辺に設定された警報領

域内または警報領域に接する SL や MB を DRAW などにより検出した場合、「向かい風成

分の減少量 20kt 以上 30kt 未満、または向かい風成分の増加量 20kt 以上（WSA）」、また

は「向かい風成分の減少量 30kt 以上（MBA）」の基準に達した場合に管制塔や民間航空会

社へ提供、パイロットに通報されています。 

 今回は、WSA や MBA が短時間の間に多数発出された事例から、その要因となる「内部

重力波」といった現象を紹介します。 

なお、WSA や MBA についての詳細は、「羽田空港 WEATHER TOPICS 第 8 号」に掲

載されていますので参照してください。 

 

２．2014 年 11 月 25 日の状況  

2014年11月25日は、本州の南岸を低気圧が

東進し（第1図）、羽田空港では朝から雨が降

り、昼前から断続的に視程の悪化や雲底高度

の低下を観測していました。関東地方ではレ

ーダーエコーを観測していますが、積乱雲の

ような発達した対流雲がもたらす強いレーダ

ーエコーは観測していませんでした。しかし、

DRAWにより羽田空港周辺でSLやMBが多数

検出し（第2図）、13時36分（JST、以下時刻

はJST）から15時40分の間に、14回WSAや

MBAが発出されました。このため、気象台で

は「ウィンドシアーに関する飛行場情報」を2
回発表しています。 
このとき、SLとMBは羽田空港の東で交互

に出現し、概ね等間隔で継続的に検出して、

東に移動しているのがわかります。特に、距

離方向速度シアー（第3図、風の急変域を検出するために利用され、ビーム方向に沿ったド

ップラー速度の変化率）では、MBやSLが検出された領域に青色系とピンク色系の領域が

交互に現れ、ある波長を持っていることが明瞭にわかります。 
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第 1 図 11 月 25 日 15 時の地上天気図



また、この時間帯の羽田空港を横切るドップラー速度の東西断面図（第 4 図）では、羽

田空港東側の高さ約 1000ft で波動が観測されています（図中の白囲い）。 

さらに、この時間帯の羽田空港の気圧の変化には、周期的な変動を見ることができます

（第 5 図）。この周期を詳細に解析したところ約 21 分の周期があり、周期 21 分のサイン

波（第 5 図中の赤線）を加えると、概ね波の山と谷が重なっています。 

第 2 図 13 時 35 分から 14 時 02 分のエコー強度と SL・MB の検出（白点線が SL、赤楕円が MB）

第 3 図 第 2 図と同じ時刻の距離方向速度シアー



 これらのことから、WSA や MBA
が多数発出されたのは、周期性や特

定の波長を持つといった波動による

現象が原因であったことがわかります。この波動を流体力学では、内部重力波といいます。 

３．内部重力波  

気象学の専門書（小倉義光「メソ気象の基礎理論」）から内部重力波について抜粋すると、

「安定成層中の流体の一部を上または下に少し移動させると、重力を復元力として振動し、

その振動を通じて隣の流体部分に影響をおよぼし、流体内部を波の形で次第に遠方に伝わ

る」といささか難しい説明ですが、重力を復元力とする点では水の表面波と同じです。 

今回の事例では、この振動を発生させた直接の原因はわかりませんでした。 

また、内部重力波が広い範囲に伝わるには、逆転層（上空ほど気温が高い層）が関連す

ることが先の専門書で述べられており、羽田空港では航空機の観測から 950～900hPa（高

度約 2000～3000ft）間で逆転層が観測されていました。 

４．さいごに 

このように現象が理解されていても、内部重力波の発生を予想することはできません。

ただし、内部重力波が発生する環境は、数値予報や観測実況を利用することで把握するこ

とは可能です。気象台では最新の実況を監視し、より的確で精度の高い情報を提供できる

よう努めてまいります。 
（東京航空地方気象台予報課） 
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第 4 図 羽田空港を横切る、ドップラー
速度の東西断面図（13時48分） 

第 5 図 羽田空港の気圧変化（青線は海面更正気圧、赤線は
周期 21 分のサイン波） 
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